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北海道夏合宿報告 3 年 ⼭下 

伊⾖半島⼀周ラン 3 年 蓼沼 



北海道合宿 

 

NC3年の山下です。この度、北海道富良野地区にて、NCの夏合宿を行いました。コロナ以後では最

大人数となる10名が参加し、全員が無事に行程を終了しました。また、その前後で前ラン・後ランを

行ったので、それらも纏めて報告させて頂きます。 

 

・参加者 

 - 4年：芳賀・東 

 - 3年：石黒・山下・蓼沼・清都 

 - 2年：一瀬・林 

 - 1年：笹川・丸山 

 

 

・前ラン（網走〜遠軽） 

 

以前より、自転車乗りとして憧れていた場所が二つあった。一つは聖地・しまなみ海道。もう一つが

、道東の大地である。そこで、北海道の広大な原野をペダル越しに感じてやろうと、会長の石黒と前

ランを走ることにした。 

 

合宿の前々日、羽田空港に集合。航空機での輪行にかなりの不安を覚えていた昨年の合宿に比べれば

慣れたものであり、特にこれといった問題もなく夜の女満別空港に降り立った。この日は空港近くで

ラーメンを啜り、網走湖のほとりの民宿で一泊した。 

 

(この民宿であるが、元は国鉄職員の保養所だったものを民宿に改装しており、なかなか面白かった

。中には鉄道に関する資料や関連グッズが数多くあり、鉄道ファンにはたまらない宿だろう。オーナ

ーも元鉄道職員の方であり、面白い話を沢山聴くことが出来た。) 

 

さて、翌日の朝8:30ごろに宿を出発する。網走はその緯度もさる事ながら、オホーツク海と網走湖、

能取湖に囲まれており、夏でもとても涼しい。心地の良い風を切りながら湖畔を10分ばかり漕ぎ、少

し坂を登ると、旧網走監獄の門が目の前に現れる。 



 
 

明治時代、北海道の広大な大地の開拓が急がれる中、西南戦争や自由民権運動で増大する徒刑囚に目

が付けられた。中でも、網走監獄に集められた囚人は旭川から道東までを結ぶ中央道路の掘削を担っ

た。その環境は劣悪で、疲労や怪我、栄養失調により200人以上が死亡する凄惨な工事であった。囚

人たちは北海道の原始林を昼夜兼業で掘削し、北見峠〜網走間の163kmを僅か8ヶ月で完成させた。 

 

現在の網走刑務所は改築に伴って移転され、かつての監獄は博物館としてそのまま保存されている。

中でも、少数で大勢の囚人を監視できるように設計された五翼放射状平屋舎房などの建物はよく文化

作品にも登場する。その他の資料も当時の囚人たちの過酷な暮らしぶりを良く再現しており、とても

見応えのある博物館だった。 

 

博物館を一時間半程度で見終わり、自転車の旅を再開する。網走の街へ入る交差点を左に曲がり、国

道238号線に入ると、ここから80kmにわたって直進する事になる。網走湖のほとりを精神的に西進し

ていく。途中、自転車専用道なるものがあったが、木の実やら枝やらがそこら中に落ちていてとても

走れたものでは無かったので国道にすぐに復帰した。 
 

網走湖と別れると、今度は能取湖が右手に現れる。途中、サンゴ草の群生地なども観つつ、今度はま

ともに走れる自転車道を進んだ。後から気づいた事であるが、この道はかつて網走と湧別を結んでい

た湧網線の廃線跡であり、途中SLのレプリカなども設置してあった。

 

 



30kmほど走り、再び車道に戻ると、常呂の漁港に出る。ここで昼食を兼ねて休憩。新鮮な海鮮丼を

蕎麦と共に頂いた。 

 

常呂から浜サロマまでは坂が多く、また強風が吹き始めた事で足が一気に遅くなる。ここで石黒に先

頭を譲り、疲れた脚をなんとか前へ引っ張って貰った。午後2時ごろにサロマ湖畔に到着。日本第3位

、北海道最大の湖は豊富な水量を湛え、向こう岸の砂州は水平線に僅かに見る事が出来るばかりだっ

た。  

 

サロマ湖畔に入ってからも、国道238号はアップダウンが多い。もっと湖を見せてくれよ、などとボ

ヤきながら林の中を走っていく。途中にあった道の駅で休憩を取り、飲料を補給した。この道の駅、

流れている二つの曲が何かと耳に残り、道中たびたび口ずさんでしまった。合宿後に調べると、「君

のサロマ」と「Saroma Samba」と言う曲だった。気になる方はYTへ。 

 

そのサロマ湖とも計呂地付近でお別れ。牧場の匂いを感じながら走り続け、国道238号線を進む事80k

mにして、遂に湧別に到着する。ここでようやく左折して、国道242号線を湧別川沿いに南下する。

そして17:30、日没を前にして目的地の遠軽に到着した。 

 

遠軽からは旭川へ特急オホーツクで輪行し、旭川の宿に泊まった。 

 

・1日目（旭川空港〜美瑛） 

 

合宿初日は旭川空港に集合とした。旭川の市街地から忠別川を上り、途中から道道294号に乗り換え

て、一時間ほどで旭川空港に到着した。当日は見事な快晴であり、気温も28度ほどと暑すぎない、正

しくサイクリング日和だった。周囲を見れば収穫を前にした陸稲が畑一面に広がり、黄金色の景色が

直線道路によく映えた。 



 

旭川空港で漸く合宿の参加メンバー全員が集合。ほとんどは飛行機で直接来たが、中には前日に北見

から北見峠まで走り切り、当日は層雲峡から70kmを漕いできた強者もいた。 

 

空港から出発し、美瑛の北方を回るようにして走る。このあたりは丘が連続しアップダウンが激しい

が、その分景色が素晴らしい。ゼルブの丘なる花畑や、見晴台なども回りつつ、最後は美瑛の街に到

着し、早めではあるがその日の行程を終えた。 

 

（余談ではあるが、この日の夜は目ぼしい食事処が無く、空いていた所にフラッと入った所、最低価

格が¥2500だった。食事を取る場所はメニューを見てから選ぶべきである。） 

 

・2日目（美瑛〜十勝岳〜富良野） 

 

この日はやや曇天模様。美瑛を朝早くに出発し、美瑛川沿いのサイクリングロードを上って青い池を

目指す。この日は朝食が足らなかったのか、中々脚が温まらなかった。それでも1時間ほどかけて青

い池に到着。この透き通った青が美しい池は、富良野地区では定番の観光名所である。アルミニウム

イオンを多分に含んだ水が池に溜まり、そのイオンが形成するコロイドによって水が美しい青色を伴



って見えるようである。  

 

そこから更に数km登ると、白髭の滝に到着する。これは青い池の水源ともなっている滝であり、実

際に青がかった水が川を流れていく様が伺える。ここで一呼吸を置いた後、二班に分離し、片方が休

む間もう片方はここから山道を登った先にある十勝岳展望台を目指した。 

 

途中までは5%ほどの軽い登りであり、全員がスイスイと登って行った。しかし、ラストに10%を超

える急峻な坂が待ち構えていて、完全に膝を持っていかれてしまった。また、一人が途中で転倒して

しまい、怪我は無いもののハンドルが曲がってしまうと言うアクシデントも発生した。最終的には応

急的な措置で何とかなり、全員が望岳台まで登り切ることが出来た。

 

 

戻った道の駅でハンバーガーを食べた後、更に山道を降りて上富良野の辺りに出た。雲は午前中のう

ちに消え、再びは晴々とした空が広がっている。国道237号線をひたすら南下し、富良野を目指す。

ここは盆地の中を直線道路がぶち抜いていて、北海道を走っているのだと言う実感が湧いてくる。左

手には先ほどまで登っていた十勝岳、その手前には富良野線の線路が走る。偶に一両編成の気動車が

通り過ぎると、一面に広がる畑と相まって、まるで絵画のように美しい。



 

 

途中、ファーム富田に立ち寄った。初夏ならば富良野の代名詞とも言えるラベンダーが見頃であるが

、9月の頭はメロンが食べ頃である。良く熟れたメロンは糖度が高く、自転車旅に疲れた身体を癒し

てくれた。（会長は哀れにも折角買ったメロンを地面にひっくり返していた。）

 

 

ここでひと休憩した後に、ラストスパートとして富良野の南にある、山部地区まで20km近くを走っ

た。この日は結局80km近くを走る事になり、少々距離設定にミスがあったと反省している。それで

も、一年生含め皆よく走ってくれた。最終的に、日没の近づく17:00ごろに取っていた宿に到着した。 

 

（近くにはつい先日廃線となった根室本線の跡地があった。） 

 

・3日目（富良野〜占冠） 

 

3日目は午前中の特急とかちに間に合わせるために、朝の6:00に宿を出発した。国道237号線を更に南

下し、金山峠を登って占冠駅を目指した。途中、帯広へ向かう組と別れ、峠を越えて何事もなく9:00

前に占冠駅に到着した。 



 

ここにて、合宿は解散。殆どの者はとかちに乗って千年・札幌方面へと輪行し、他の者は自走で日高

・帯広方面へと向かっていった。特にこれといった事故もなく、無事に合宿を終える事が出来た事を

嬉しく思う。 

 

 

・後ラン（夕張〜札幌） 

 

占冠から札幌行きのとかちを一駅分乗り、新夕張にて下車した。札幌に住む友人宅に泊めてもらう約

束をしていたので、後ランとして夕張を観光し、更に札幌まで走る事にした。 

 

夕張駅を降りた所で、ふと食べたくなったので早速メロンアイスを購入した。夕張と言えば、やはり

その地名を冠す夕張メロンであろう。この日は昨日の午後に引き続き見事な晴模様であり、気温も30

度近くにまで上がって北海道の夏を感じられる天気だった。 

 

新夕張駅からは国道462号線を北上し、夕張市の中心部へと入っていく。中心部と言っても店はまば

らにしか開いておらず、路上を走っていても人の生活を感じる事が出来なかった。流石は全盛期から

人口が1/15にまで低下した市であるな、と逆に感心したものである。 



 

更に国道を伝って坂を登り、ブラックユーモアが過ぎる看板を通り過ぎると、目当ての夕張炭鉱博物

館へと辿り着いた。この博物館は夕張の歴史を語る上で外せない炭鉱の歴史を記録するものであり、

夕張の石炭産業の勃興と発展、そして衰退を知る事が出来る。展示品の中には当時の掘削の様子を表

す模型や、実際に使われた重機などもあり、とても満足のいく博物館だった。 

 

ここから更に坂を登って岩見沢へ出る事も考えたが、結局そのまま札幌へ向かう事を決意。昼食を済

ませた後、来た道を引き返し、途中で右折して道道3号へと出た。長く坂を下った後は、由仁町、長

沼町、北広島などを経由しながら、ひたすらに西進。風が無かった事もあり、15時代の内に豊平川を

渡って札幌市内へと入った。この日は計120kmほど走ったが、高低差が少なかった分疲れは少なかっ

た。 

 

 



伊⾖半島⼀周ひとり旅の報告 
3 年 蓼沼 和希 

 
 前広報の蓼沼です。⼀気に寒くなってきましたがいかがお過ごしでしょうか。今回は 3 ⽉に伊⾖半島を
⼀周したことを報告します。 
 
⽇程：2024 年 3 ⽉ 3 ⽇ 〜 3 ⽉ 5 ⽇ 
ルート：1 ⽇⽬：⼩⽥原―下⽥ 
    2 ⽇⽬：下⽥―修善寺 
 3 ⽇⽬：修善寺―箱根―⼩⽥原 
 
1 ⽇⽬ 
 
 午前 10 時半、⼩⽥原を出発します。北条早雲公に別れを告げ、城下町らしい街並みを⾛っていくと、
海沿いの道にでます。13 時ごろ、神奈川を脱出し、静岡県は熱海市で昼⾷をとります。 
 
 本当は、せっかくの熱海なので観光したかったです。しかし⾃分の計算ミスで、どう頑張っても⽇没ま
でに到着しない旅程になってしまったので、先を急ぎます。しかも誤算はもう⼀つあって、海沿いの道だ
から、あんまり起伏はないだろう（房総半島みたいな）と思っていたのですが、ほとんど登ったり降った
りで、体⼒が奪われます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



途中⾃転⾞がパンクしたり、⾜が攣りかけたりして⼤変でしたが、午後 18 時半ごろになんとか下⽥に
辿り着きました。 
 
2 ⽇⽬ 
 
 朝 8 時半、下⽥を出発します。幕末に⿊船が来航したことで有名な歴史ある街です。伊⾖半島最南端

の⽯廊崎を⽬指しました。やはり岬というのは清々しいものです。 
 
⽯廊崎を出発すると、海岸線を⾛っているはずなのになぜか峠道（？）を⾛る⽻⽬になります。あれこ

れ苦戦しているうちに昼になってしまいました。ちょうどいいところにネパールカレー屋さんがあった
ので⼊ってみました。これがなかなかうまい。 
 
さらに進むと、海岸の岩場にへばりついたような⼭道に差し掛かります。この⽇は⾵が強かったので、

直に感じられて体にこたえます。「恋⼈岬」という⼼理的にもこたえる名前の場所を遠⽬に⾒ながら先に
進むと、いよいよ修善寺へ向かう峠越えが始まります。 
 
平均斜度が⼤体 5、6％くらいあって少しきつかったですが、午後 6 時ごろ⽬的の修善寺に辿り着きま

した。 
 

 



 
この旅の中でも、もう⼀度⾏くなら修善寺だと思います。お寿司屋さんの⼤将や常連さんと、寿司を⾷
べながらおしゃべりしたのが思い出です。 
 
3 ⽇⽬ 
 
朝 9時に出発。このまま沼津へと向かいます。沼津駅の周辺にはあちらこちらに『ラブライブ!サンシャ
イン!』の張り紙があります。沼津を抜け、箱根の⽅向に向かいます。途中の清⽔町で油そばを⾷べ、い
よいよ登りが始まります。 
 
箱根越えは、思った以上に苦戦しました。勾配がきついのもそうですが、油そばを⾷べたことも原因か

もしれないです。あまり坂登りの前に油っぽいものを⾷べるのは良くないかもです（2023 年度上⽇川祭
報告に書いてあったことです）。 
 
箱根路を登り切ると、芦ノ湖が⾒えてきます。箱根駅伝の 5・6 区のランナーが⾛っていく道を辿って

いきます。こうして実際に⾛ってみると、駅伝ランナーはすごい道を⾛っているのだと⾝に染みてわか
ります。箱根湯本まで抜け、そのまま 17時ごろ⼩⽥原に辿り着きました。 
 

 
 今思い返せば、特に 1 ⽇⽬、2 ⽇⽬は、旅程が少しきつめで、観光をあまり堪能できなかった感があり

ます。⼤きなトラブルはありませんでしたが、⾜を攣りかけたこともあったので、あまり無理せずバスや
電⾞も使いながら⾛った⽅が良かったのかもしれないです。でも天気に恵まれて、伊⾖の⾃然の中を存
分に⾛れたことは、⾮常によかったです。 



編集後記 
3 年 蓼沼 和希 

 
 前広報の蓼沼です。前回 4 ⽉か 5 ⽉に会報を出してからだいぶ時間が空き、8 ⽉ごろにま
た会報を出そうとしてまた「明⽇やろう、明⽇編集しよう」とか⾔っていたらこんな⽇にな
ってしまいました。完全に僕の怠惰です。すみません。最近 HP の更新もさぼっています、
すみません。 
 
「こりゃまずい」と思った僕は、何かを思い出したように編集作業を始めました。そんなこ
んなで 1 時間でやっつけ仕事で編集したのがこの会報です。 
 
 思えば、「北海道合宿報告」も、せっかくいい記事を書いてくれたのに 2 ヶ⽉塩漬けしてい
ました。まったく何をしているのでしょう、僕は。 
 
 この会報を構想したときは、暑くて暑くて仕⽅なかったのに、もう秋をほぼ⾶び越えて冬
です。⼀気に寒くなってまいりました。読んでくださっている皆さんも、健康だけにはお気
をつけて、、、。それではまた。 


